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　東日本大震災の発生から10年目の節目を迎えました。未曾有の大
災害によって被災した文化財のなかでも、特に津波による被害を受け
た文化財の再生に必要な安定化処理作業については、発災後さまざ
まな試行錯誤のなかで、多様な素材に対する技術が確立されてきま
した。発災から9年半が経過した現在も、被災文化財の再生に向けた
作業が日々 続けられており、未だ多くの時間が必要とされています。
　その一方で、復興が進む被災地の博物館は、文化財の再生ととも
に、その価値を再認識することで、地域の復興を進めるために、地域と
そこに住む人々 を結ぶ新しい役割が期待されています。
　7年目を迎えたこのプロジェクトでは、陸前高田市立博物館を中心
とする、津波被災文化財の再生に向けた安定化処理技術の取組の
概要と成果を、現状のコロナ禍の影響にも配慮しつつ東京・大阪を会
場とする展覧会等で紹介します。
　また、再開への準備が進む新しい地域博物館の今後の活動につい
ても、本プロジェクトの中心テーマとして位置付け、地域の人々 との協
働による博物館活動の在り方や地域再生に果たせる博物館の役割
を考える取組を推進します。今年度は、文化財再生の現状を、地域住
民、特に次世代を担う子どもたちに紹介し、地域の歴史や文化に対す
る理解を深める取組を実施し、その成果を被災地で再興が進む博物
館の事例として広く紹介します。

テーマ展示

特別展

［会 場］ 東京家政学院大学 千代田三番町キャンパス1号館ロビー
 〒102-8341 東京都千代田区三番町22　
  TEL：03-3362-2251(代)
［開館時間］ 9:30～16:30
［日 時］ 2020年10月6日(火)～10月23日(金)
［休 館 日］ 土・日・祝日

［会 場］ 東京家政学院生活文化博物館
 〒194-0292 東京都町田市相原町2600  
  TEL：042-782-9811(大学代表)/9814(直通)
［開館時間］ 9:30～16:30
［日 時］ 2020年11月9日(月)～2021年2月5日(金)
［休 館 日］ 土・日・祝日、12月26日(土)～
 　　　 1月6日(水)、2月1日(月)、3日(水)

［会 場］ 大阪市立自然史博物館 ナウマンホールなど
 〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園1-23　
  TEL：06-6697-6221
［開館時間］ 10月16日～31日　9:30～17:00(入場は16:30まで)
 　　　 11月1日～29日　  9:30～16:30(入場は16:00まで)
［入 館 料］ 常設展示入館料のみ
［日 時］ 2020年10月16日(金)～11月29日(日)
［休 館 日］ 月曜日(11月23日(祝日)は開館、24日が休館)

復興から未来へ ～博物館と地域のこれから～

陸前高田市立博物館コレクションが遺す
地域の自然と文化 －自然史標本レスキューの現在地点－

シンポジウム
「自然史標本レスキューの現在地点とこれから」
［会 場］ オンラインにて
［日 時］ 11月22日(日)午後
要申込：大阪市立自然史博物館ホームページ「イベント」から
http://www.mus-nh.city.osaka.jp/

関連イベント

ワークショップ「水損文献資料レスキュー実技講習会」
［会 場］ 大阪市立自然史博物館実習室　（定員12名）
［日 時］ 11月22日(日)午前 
要申込：大阪市立自然史博物館ホームページ「イベント」から
主　催：西日本自然史系博物館ネットワーク
http://www.mus-nh.city.osaka.jp/

ワークショップ
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実施事業に関するお問合せ先：
大津波プロジェクト実行委員会技術普及部会（公益財団法人日本博物館協会内）
〒110-0007 東京都台東区上野公園12-52 黒田記念館別館３F　TEL：03-5832-9108
 FAX：03-5832-9109　E-mail：webmaster@j-muse.or.jp
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